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放射線のはなし 
～その基礎から防護の考え方まで～ 

 放射線防護のための「基準値」の考え方 
◦ 安全のためのルールの決め方 

 

 放射線（能）に関する基礎的情報の整理 
◦ 用語  放射線、放射能、放射性物質 
◦ 単位  ベクレル、グレイ、シーベルト 
◦ 身のまわりの放射線、利用、リスクと安全 
 

 放射線被ばくによる人体影響の考え方 
◦ 低線量領域の被ばく と 低線量率での被ばく 
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放射線に関する単位 
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Nair et al, Health Phys 96, 55 (2009) 

Preston et al, Radiat Res 168, 1 (2007) 

原爆被ばく者疫学調査結果 

インド高自然放射線地域 
疫学調査結果 
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計画被ばく状況 

緊急時被ばく状況 

現存被ばく状況 
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「はかるくん」DX-200   「はかるくん」DX-300 「はかるくん」CP-100  

「はかるくん」メモリー  「はかるくん」Ⅱ 

シンチレーション式 
サーベイメータ 

GM式サーベイメータ 
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内部被ばく 

測定される量 

・環境の放射能濃度 

 （モニタリング）  

・体内放射能 

 （全身カウンタ）  

・排泄物中放射能濃度 

 （バイオアッセイ） 
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評価される
人体の線量 

・預託等価線量 

・預託実効線量 
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